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目的　児童福祉施設における，親にメンタルヘルス問題がみられる入所児童への家庭復帰支援の現
況を明らかにし，その促進に向けた課題を提示することが本研究の目的である。 

方法　中国地方 5県に所在する児童福祉施設（児童養護施設，乳児院，情緒障害児短期治療施設，
児童自立支援施設）に対し，所属する家庭支援専門相談員（FSW）への質問紙調査を行った。
質問紙では入所する全児童の個々について，属性，被虐待経験の有無，親や世帯の状況などを
たずね，家庭復帰の見込みおよび支援実施状況との関連性を統計的に分析した。

結果　入所児童の45.6％，とくに被虐待経験のある入所児童の68.8％の親にメンタルヘルス問題が
みられた。家庭復帰支援自体活発ではないが，とくに親にメンタルヘルス問題がある場合，
FSWは家庭復帰の見込みを困難と認識する傾向が明らかになった。一方で，入所期間は親の
メンタルヘルス問題と必ずしも関連しておらず，その他の要因によって規定されている可能性
が示唆された。また，精神科医療機関との連携も不十分な状況にあることが明らかになった。

結論　児童福祉施設に入所する児童，とりわけ被虐待児童の親にメンタルヘルス問題がみられる割
合は高い。一方で，FSWからみたその家族復帰の見込みは厳しく，働きかけも積極的とはい
えない。安定的な家庭復帰のためには，とりわけ親のメンタルヘルス問題に対応できる支援方
策の開発や体制整備が必要である。これらを欠いたまま表面的な家庭復帰が促進されることの
ないよう，早急に対策を講じるべきである。

キーワード　児童福祉施設，家庭復帰支援，メンタルヘルス問題，家庭支援専門相談員（FSW）

Ⅰ　は　じ　め　に

　虐待等を理由に分離された親子の増加は，同
時に家庭復帰支援の必要性を高めてもいる。児
童虐待防止法では「児童虐待を行った保護者に
対する親子の再統合の促進」（ 4条）を掲げて
いるが，家庭復帰後の虐待死亡事例もみられて
おり，これには慎重なアセスメントと適切かつ
継続的な支援が欠かせない。また，2011（平成
23）年の児童福祉施設最低基準の一部改正にお
いて， 4種別の児童福祉施設に家庭支援専門相
談員（Family Social Worker，以下，FSW）が

必置化された。これは，「家庭環境上の理由に
より入所する児童の割合が増加しており，早期
の家庭復帰等を支援するための体制を強化する
必要」があることを背景に，「虐待等の家庭環
境上の理由により入所している児童の保護者等
に対し，児童相談所との密接な連携のもとに電
話や面接等により児童の早期家庭復帰，里親委
託等を可能とするための相談，指導等の支援
（家庭復帰支援）を行い，入所児童の早期退所
を促進し，親子関係の再構築等」1）を図ること
を目的とした施策である。しかし，筆者らの調
査からは，その機能が実際には十分発揮されて
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おらず，人員配置や研修などの基盤整備も不十
分な状況が明らかになっている2）。
　本研究では，とくに親にメンタルヘルス問題
がみられる事例（以下，当該事例）への家庭復
帰支援に着目する。先行研究において，子ども
虐待と親のメンタルヘルス問題との関連性の高
さが指摘されている3）-5）。これに対し，「児童虐
待の防止等に関する法律施行規則」では「児童
およびその保護者の心身の状況，当該児童の家
庭環境」の確認を求めており（ 6条），保護者
が「精神的に安定している（必要に応じて医療
機関とのかかわりがもてる）」ことは，入所措
置解除の適否判断条件でありチェックリストの
評価項目でもある6）。親のメンタルヘルス問題
に対するアセスメントや支援は，このように家
庭復帰に際しての重要な課題であるにもかかわ
らず，これに関する実証的な先行研究は乏しい。
これらが，本研究において親のメンタルヘルス
問題に焦点を当てた背景にあり，当該事例の実
態に即した家庭復帰支援の課題を明確化するこ
とは，子ども虐待対策全般にとっても大きな意
義がある。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査の対象と方法
　中国地方 5県に所在する，FSW必置の対象
とされた児童福祉施設（児童養護施設，乳児院，
情緒障害児短期治療施設，児童自立支援施設）
に所属するFSWに対して，全入所児童の状況
およびそれぞれの家庭復帰支援に関する質問紙
への回答を求めた。
　調査は郵送により実施した。質問紙は，入所
児童個々の性別，生年月，入所年月，措置理由，

家族および養育可能親族の入所前同居状況，虐
待の有無および種別，主な虐待者，虐待した親
のメンタルヘルス問題に関する事項と，家庭復
帰の見込みとその阻害要因，家庭復帰支援の実
施水準，児童相談所および精神科医療機関との
連携状況に関するFSWの認識などについて，
数値や選択肢番号の記入により回答を求める様
式を独自に設定した。
　この調査は平成23年12月 9 日から平成24年 2
月29日にかけて実施した。ただし，入所児童に
関するデータは平成24年 1 月 1 日現在のものと
した。

（ 2）　分析の方法
　本研究では，回答が得られた21施設（回収割
合38.2％）のFSWが記入した入所児童967人に
関するデータすべてを有効回答と扱い，分析対
象とした。欠損値は分析ごとにペアワイズに
よって除去した。調査結果データは，単純集計
のほか，親等による児童への虐待の有無および
親のメンタルヘルスの有無とFSW が判断した
家庭復帰の可能性の有無との関係を児童の年齢
別に示し，χ2検定，ｔ検定，Kruskal Wallis 
検定，Steel-Dwassの検定を用いた。またこの
分析に際しては，SPSS 18.0J for WindowsとR
を用いた。

（ 3）　倫理的配慮
　調査に際し，本調査への協力は任意であるこ
と，調査結果は本研究目的にのみ使用すること，
またすべてのデータは統計的に処理されるため
回答施設や回答者，入所児童が特定されないこ
となどを示す調査依頼文を調査票に添付した。
また，東洋大学大学院福祉社会デザイン研究科

表 1　回収割合と入所児童の基本属性

配票数 回収数
（％）

児童数
（人）

性別（人） 平均年齢
±標準偏差
（歳）

入所時年齢
±標準偏差
（歳）男児（％） 女児（％）

総数 55 21(38.2) 967 523(54.1) 444(45.9) 10.7±4.7 6.5±4.4
児童養護施設 40 15(37.5) 792 415(52.4) 377(47.6) 11.0±4.3 6.1±4.0
乳児院 7 2(28.6) 58 30(51.7) 28(48.3) 1.3±1.0 0.3±0.5
情緒障害児短期治療施設 4 2(50.0) 48 30(62.5) 18(37.5) 12.7±3.1 10.0±2.6
児童自立支援施設 4 2(50.0) 69 48(69.6) 21(30.4) 14.6±1.4 13.0±1.6
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研究等倫理委員会による研究倫理審査の承認
（平成23年度№27）を受けた。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　入所児童の属性
　回収割合と入所児童の基本属性は表 1のとお
りである。施設種別の特性によって入所児童の
年齢層は異なるが，平均年齢±標準偏差は10.7
±4.7歳であった。性別では全施設種別におい

て男児がやや多く，全体で54.1％であった。

（ 2）　措置理由および被虐待経験児童の割合
　入所時の措置理由で最も多い割合を占めたの
は「虐待」であり，全体で46.4％であった。表
2に示すように，実際に被虐待体験のある入所
児童の割合は全体で68.4％におよび，とくに情
緒障害児短期治療施設では81.3％に達していた。

（ 3）　親および他の児童養育可能者との施設入
所前の同居状況

　施設入所前の世帯構成については，母子世帯
の児童が全体で45.0％，父子世帯が16.8％であ
り，母子世帯は施設種別を問わず最も多かった。
さらに，母子世帯の63.8％，父子世帯の54.0％
は親以外に児童を養育可能な同居者がいなかっ
た。なお，両親ともに同居していない児童は全
体の12.6％で，とくに5.9％の児童には親のみ
ならず養育可能な同居者もいなかった。

（ 4）　親にメンタルヘルス問題がみられる割合
　表 3のとおり，入所児童の親にメンタルヘル
ス問題がみられる割合は45.6％であった。また，
被虐待入所児童のうち53.7％はその親にメンタ
ルヘルス問題がみられた（ただし「メンタルヘ
ルス問題の有無不明」を除外して集計した場合

表 2　入所児童の被虐待経験の有無
（単位　人，（　）内％）

総数
被虐待経験

あり なし

総数 967(100.0) 661(68.4) 306(31.6)
児童養護施設 792(100.0) 538(67.9) 254(32.1)
乳児院 58(100.0) 40(69.0) 18(31.0)
情緒障害児短期治療施設 48(100.0) 39(81.3) 9(18.8)
児童自立支援施設 69(100.0) 44(63.8) 25(36.2)

表 3　親のメンタルヘルス問題と虐待有無
（単位　人，（　）内％）

総数
親のメンタルヘルス問題

あり なし 不明

虐待
　総数 967(100.0) 441(45.6) 313(32.4) 213(22.0)
　あり 661(100.0) 355(53.7) 161(24.4) 145(21.9)
　なし 306(100.0) 86(28.1) 152(49.7) 68(22.2)

注　χ2＝71.6，ｐ＜0.01（不明は除いた）

表 4　親のメンタルヘルス問題の有無による家庭復帰見込みと家庭復帰支援の実施水準
（単位　人，（　）内％）

家庭復帰見込み

総数 家庭復帰の
可能性が高い

条件が整えば
可能性あり

現状では
判断できない

家庭復帰は
相当困難である

家庭復帰は
不可能に近い

親のメンタル
ヘルス問題
　総数 750(100.0) 67( 8.9) 155(20.7) 163(21.7) 212(28.3) 153(20.4)
　あり 440(100.0) 27( 6.1) 65(14.8) 105(23.9) 155(35.2) 88(20.0)
　なし 310(100.0) 40(12.9) 90(29.0) 58(18.7) 57(18.4) 65(21.0)

家庭復帰支援の実施水準

合計
再統合に向け
積極的に働き
かけている

再統合を意識
して働きかけ
ている

親子関係維持・
修復に向け働き
かけている

機会に応じて
親子交流を促す
程度である

とくに家庭復帰
支援は実施して

いない

親のメンタル
ヘルス問題
　総数 738(100.0) 82(11.1) 108(14.6) 245(33.2) 205(27.8) 98(13.3)
　あり 439(100.0) 37( 8.4) 65(14.8) 150(34.2) 129(29.4) 58(13.2)
　なし 299(100.0) 45(15.1) 43(14.4) 95(31.8) 76(25.4) 40(13.4)

注　家庭復帰見込み：χ2＝47.8，ｐ＜0.01，家庭復帰支援の実施水準：χ2＝8.4，ｐ＝N.S.
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は，それぞれ58.5％，68.8％）。親のメンタル
ヘルス問題に関する主な情報は児童相談所から
が73.6％と最も多く，行政・他施設（3.3％），
医療機関（2.1％）を合計すると79.0％が公的
な情報源によるものであった。このほか，当事
者や親族からの情報が10.4％，根拠となる情報
なし（回答者判断）も10.6％にみられた。

（ 5）　親のメンタルヘルス問題の有無による家
庭復帰支援への影響

　親のメンタルヘルス問題の有無と，FSWが
判断した家庭復帰見込みおよび家庭復帰支援の
実施水準との関係を示したものが表 4である。
家庭復帰の見込みについては，「可能性が高い」
および「条件が整えば可能性あり」はともに親
にメンタルヘルス問題がある方が有意に低く
（ｐ＜0.01），「相当に困難」は逆に有意に高い
（ｐ＜0.01）など，親のメンタルヘルス問題の
有無による差がみられた。また家庭復帰支援の
実施水準については，親にメンタルヘルス問題
がある場合に「積極的に働きかけている」のは
8.4％であった（親にメンタルヘルス問題なし
の場合は15.1％）。
　一方で，「関係維持」「交流促す」「支援実施
せず」は合計で76.8％であった（親にメンタル
ヘルス問題なしの場合は70.6％）。これら家庭
復帰支援の実施水準については親のメンタルヘ
ルス問題の有無による有意差は認められなかっ
たものの， 4分の 3以上の当該入所児童が具体

的な家庭復帰支援の対象とはされていなかった。
さらに，親のメンタルヘルス問題の有無および
虐待の有無と家庭復帰支援の実施水準との関係
を検討した。表 5に示すように，虐待がある場
合，親にメンタルヘルス問題がある方が家庭復
帰支援の実施水準が有意に低かった（ｐ＜0.05）
が，虐待がない場合にはメンタルヘルス問題の
有無による有意な差は認められなかった。当該
事例のうち虐待を伴う事例は，とくに家庭復帰
支援の対象にされにくい傾向にあるといえる。

（ 6）　親のメンタルヘルス問題種別による家庭
復帰支援への影響

　親のメンタルヘルス問題の種別ごとに家庭復
帰支援の実施水準を比較した。「積極的に働き
かけている」のはうつ病が28.6％と最も高く，
発達障害，神経症，薬物・アルコール依存症に
おいては家庭復帰支援を「実施していない」割
合が高い（施設種別により24.0％から33.3％）
など，メンタルヘルス問題の種別により家庭復
帰支援の実施水準に差異があることが明らかに
なった。メンタルヘルス問題の種別による家庭
復帰支援への影響については，より詳細な検証
が必要である。

（ 7）　家庭復帰の阻害要因と入所期間
　施設種別ごとの入所期間は種別の特性を反映
して多様であり，児童養護施設の入所期間が際
立って長い（平均総月数±標準偏差は57.9±

表 5　虐待の有無および親のメンタルヘルス問題の有無と家庭復帰支援の実施水準との関係
（単位　人，（　）内％）

総数

家庭復帰支援の実施水準

再統合に向け
積極的に働き
かけている

再統合を意識
して働きかけ
ている

親子関係維持・
修復に向け働き
かけている

機会に応じて
親子交流を促す
程度である

とくに家庭復帰
支援は実施して

いない

虐待
あり

親のメンタル
へルス問題
　総数 505(100.0) 54(10.7) 87(17.2) 149(29.5) 148(29.3) 67(13.3)
　あり 354(100.0) 28( 7.9) 60(16.9) 112(31.6) 104(29.4) 50(14.1)
　なし 151(100.0) 26(17.2) 27(17.9) 37(24.5) 44(29.1) 17(11.3)

虐待
なし

親のメンタル
ヘルス問題
　総数 233(100.0) 28(12.0) 21( 9.0) 96(41.2) 57(24.5) 31(13.3)
　あり 85(100.0) 9(10.6) 5( 5.9) 38(44.7) 25(29.4) 8( 9.4)
　なし 148(100.0) 19(12.8) 16(10.8) 58(39.2) 32(21.6) 23(15.5)

注　虐待あり：χ2＝11.1，ｐ＜0.05，虐待なし：χ2＝5.0，ｐ＝N.S.
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46.6カ月）。表 6では，入所期間（総月数）と
親のメンタルヘルス問題の有無との関係を示し
た。親のメンタルヘルス問題の有無にかかわら
ず，入所期間には統計上有意な差は認められな
かった。また，表 7では家庭復帰の阻害要因と
考えられる事項と家庭復帰見込みおよび家庭復
帰支援の実施水準との関係を示した。Kruskal 
Wallisの検定の結果，家庭復帰見込みおよび家
庭復帰支援の実施水準は，阻害要因により有意
に異なることが認められた（ｐ＜0.01）。さら
に，Steel-Dwassによる下位検定（多重比較）
を行った結果，「死亡」など親が物理的に子ど
もを養育できない場合や「養育を拒否」してい
る場合に，家庭復帰の見込みが厳しく捉えられ
支援も行われておらず，「親の疾病障害等によ
る養育困難」はこれらに次いで家庭復帰支援の
実施水準を引き下げていた（図 1，図 2）。阻
害要因それぞれに応じた支援方策の検討が必要
であり，当該事例への支援はとくに重要な位置
を占めていると考えられる。

（ 8）　精神科医療機関との連携状況
　親にメンタルヘルス問題がみられる事例にお
ける精神科医療機関との連携では，「全く連携
が取れていない」が全体で77.4％を占めていた。
施設種別ごとにみると，児童養護施設（85.8％），
乳児院（76.9％）においてその割合が高く，入
所児童自身のメンタルヘルス問題も支援対象と
する情緒障害児短期治療施設（37.0％）および
児童自立支援施設（28.1％）では低い。全体的
に精神科医療機関との連携は乏しいが，施設種
別によって連携状況に差異がみられる点につい
ては，それが「家庭復帰支援に関する」連携と
いう質問主旨を正確に反映したものかどうかに
ついて，改めて検証する必要がある。

表 6　入所期間（総月数）と親のメンタルヘルス問題
人数（人） 平均値（月） 標準偏差

親のメンタル
ヘルス問題
　総数 967 51.1 45.3
　あり 441 49.1 42.3
　なし 313 53.2 48.4
　不明 213 52.4 46.7

注　不明を除いた検定：ｔ（752）=1.2，ｐ=N.S.

表 7　阻害要因と家庭復帰支援の実施水準・家庭復帰
見込みとの関係　　　　　　　　　　　

家庭復帰見込み1） 家庭復帰支援
の実施水準2）

人数
（人）

平均
ランク

人数
（人）

平均
ランク

総数 777 770
死亡・入院・入所・収監中 138 503.3 134 550.8
疾病障害等による養育困難 176 359.3 175 355.0
養育拒否 111 467.5 111 436.6
養育能力の低さ 235 317.7 234 312.5
虐待再発リスクの高さ 117 367.8 116 338.9

注　1）　Kruskal Wallisの検定（χ2＝120.8，ｐ＜0.01）
　　2）　Kruskal Wallisの検定（χ2＝81.9，ｐ＜0.01）
　　3）　平均ランクは値が高くなればなるほど，支援を行っていな

いことを意味する。なお，平均ランクとはグループのデータ
をすべて一緒にして昇順に並べて順位を付けていく。同じデー
タがあった場合には平均順位を与える。こうして与えられた
順位をケースで割ってグループごとに平均値を求めたもので
ある7）。

図 1　親の家庭復帰阻害要因と家庭復帰支援の
実施水準との関係　　　　　　　
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図 2 　親の家庭復帰阻害要因と家庭復帰見込みとの関係

注　Steel-Dwassの検定，**ｐ＜0.01
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Ⅳ　考　　　察

　入所児童の45.6％，とくに被虐待経験のある
入所児童の68.8％の親にメンタルヘルス問題が
みられるなど，当該事例は特殊な存在ではなく，
児童福祉施設においてむしろ中核的な位置を占
めていた。また，当該事例はその他の事例より
も家庭復帰の見込みが乏しいとFSWから捉え
られており，その積極的な働きかけも少ない状
況にあった。また，精神科医療機関との連携が
不十分であることは，家庭復帰の可否判断をは
じめ当該事例支援の働きかけを阻害する要因に
なると考えられる。こうした実態があるにもか
かわらず，親のメンタルヘルス問題の有無と入
所期間との間に有意差は認められず，十分な支
援を欠いたままに，他の要因により家庭復帰し
ている事例が少なくない可能性が示唆された。
　以上のことから，家庭復帰支援に関係する児
童福祉施設をはじめ関係機関，精神科医療機関
などにおける当該事例に対する認識と対応力を
高め，緻密な連携支援体制を構築することは，
適切な家庭復帰の促進において不可欠な課題と
いえる。これらを欠いたまま表面的な家庭復帰
が促進されることのないよう，早急に対策を講
じる必要がある。

Ⅴ　お　わ　り　に

　本研究では，回答に膨大な労力を要する調査
形式をとり調査地域を限定したこともあって，
施設種別によってはサンプル数が極端に少なく
なるなど，課題も残された。今後，調査形式の
検討と調査対象の拡大を図り，より精緻な検証
を行いたい。さらに，当該事例への家庭復帰を
はじめ具体的な支援プログラム開発に向けて研
究を展開したいと考えている。なお本稿は，松

宮による調査分析8）に基づき，共同研究者（井
上）とともに再分析したものである。
　最後に，本調査にご協力頂きました児童福祉
施設FSWの皆様に心よりお礼申し上げます。

文　　　献
1 ）厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知．乳児院

等における早期家庭復帰等の支援体制の強化につ

いて．平成23年 6 月23日．

2）松宮透髙，井上信次．児童虐待と親のメンタルヘル

ス問題－児童福祉施設への量的調査にみるその実態

と支援課題－．厚生の指標　2010；57（10）：6-12．

3 ）田口寿子．わが国におけるMaternal Filicideの現状

と防止対策：96例の分析から．精神神経学雑誌　

2007；109（ 2 ）：110-27．

4 ）澤田いずみ．虐待事例に見られる養育者のメンタ

ルヘルスの問題－早期支援のあり方の検討．平成

21年度厚生労働科学研究報告書（政策科学総合研

究事業）『子ども虐待問題と被虐待児童の自立過程

における複合的困難の構造と社会的支援のあり方

に関する実証的研究』（研究代表者　松本伊智朗）．

2009；76-83．

5 ）社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の

検証に関する専門委員会．子ども虐待による死亡

事例等の検証結果等について（第 9次報告）．厚生

労働省．2013；43-4．

6 ）厚生労働省雇用均等・児童家庭局．子ども虐待対

応の手引き（平成21年 3 月31日改訂版）．2009；

167-206．

7 ）小野寺孝義，山本嘉一郎．SPSS事典．ナカニシヤ

出版，2004；238．

8 ）松宮透髙．第 3章第 3節　調査研究Ⅲ－親にメン

タルヘルス問題がみられる施設入所児童への家庭

復帰・家族再統合支援．メンタルヘルス問題のあ

る親による子ども虐待と支援の構造的問題に関す

る実証的研究，東洋大学大学院博士学位論文．

2013；139-67．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


